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昨
年
暮
れ
の
政
権
交
代
劇
は
、
株
価
上

昇
と
、
待
た
れ
て
い
た
為
替
の
円
安
傾
向

を
生
み
出
し
、
仕
事
納
め
の
富
山
・
桜
木

町
は
バ
ブ
ル
期
を
彷
彿
さ
せ
る
タ
ク
シ
ー

２
時
間
待
ち
が
出
現
し
た
と
か
。
業
界
の

賀
詞
交
換
会
で
の
皆
さ
ん
の
挨
拶
も
明
る

い
内
容
が
中
心
で
、
昨
年
と
は
異
な
り
活

気
を
感
じ
る
年
明
け
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
安
倍
政
権
が
打
ち

出
し
た
金
融
緩
和
と
積
極
財
政
の
政
策
に

よ
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
と
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
政
策
の
骨
子
と
も
な
っ
て

い
る
「
国
土
強
靱
化
」
の
発
端
は
、
内
閣

参
与
に
就
任
さ
れ
た
藤
井
聡
京
大
教
授
が

提
唱
し
た
「
列
島
強
靭
化
論
」
に
あ
り
ま

す
。
実
は
、
藤
井
教
授
と
私
は
大
学
の
土

木
工
学
科
で
同
期
で
あ
り
、
２
０
０
９
年

の
弊
社
30
周
年
記
念
式
典
に
お
招
き
し
、

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
富
山

を
は
じ
め
北
陸
で
、
専
門
の
交
通
工
学
や

公
共
事
業
、
そ
し
て
「
列
島
強
靭
化
」
な

ど
に
つ
い
て
講
演
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
藤
井
先
生
が
「
列
島
強
靭
化
論
」

を
書
く
に
至
る
ま
で
、
折
に
触
れ
聞
い
て

き
た
私
と
し
て
は
、
今
回
の
政
権
交
代
は

大
変
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
衆
院

選
で
自
民
党
が
掲
げ
た
金
融
緩
和
と
積
極

財
政
の
政
策
は
、
ま
さ
に
藤
井
先
生
が
党

に
提
言
し
て
い
た
内
容
で
あ
り
、
ま
た
、

自
民
党
総
裁
選
に
お
い
て
安
倍
総
裁
が
誕

生
し
な
け
れ
ば
、
今
回
の
政
策
は
無
か
っ

た
（
石
破
さ
ん
、
石
原
さ
ん
は
積
極
財
政

派
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）こ
と
を
考
え
る
と
、

藤
井
先
生
の
言
論
活
動
、
そ
し
て
そ
れ
を

受
け
入
れ
た
自
民
党
と
安
倍
先
生
、
自
民

党
内
で
の
安
倍
総
裁
の
誕
生
、
そ
し
て
政

権
交
代
へ
と
流
れ
た
こ
と
に
、
運
命
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
気
持
ち
に
な
る
の

で
す
。
神
様
が
い
る
と
し
た
ら
、
本
当
に

日
本
に
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
。

　

こ
こ
で
私
が
知
り
え
る
範
囲
で
政
権
交

代
ま
で
の
流
れ
を
総
括
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
あ
く
ま
で
私
感
及
び
私
の
回
り
で
の

出
来
事
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
が
、
ポ
イ

ン
ト
は
次
の
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

	

・
２
０
０
９
年
の
民
主
党
政
権
誕
生
以

来
、
藤
井
先
生
は
大
学
教
授
の
枠
を
越
え

て
公
共
事
業
擁
護
の
言
論
活
動
を
本
格
化

さ
せ
た
。（
→
政
権
交
代
の
日
、ご
本
人
は

釣
り
を
し
て
い
た
と
か
…
、
こ
れ
で
日
本

も
終
わ
り
だ
と
思
い
、
奮
い
立
っ
た
そ
う

で
す
。）
そ
こ
で
翌
年
６
月
、『
正
々
堂
々

と
「
公
共
事
業
の
雇
用
創
出
効
果
」
を
論

ぜ
よ
』
を
出
版
。

	

・
私
塾
で
藤
井
先
生
と
経
産
省
の
言
論
人

か
つ
経
済
に
明
る
い
中
野
剛
志
さ
ん
が
出

会
い
、
中

野
さ
ん
が

京
都
大
学

の
藤
井
研

究
室
の
准

教
授
と
な

り
出
向
し

た
。（
→

こ
れ
は
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。
藤
井
先
生
は

あ
く
ま
で
土
木
、
公
共
投
資
、
交
通
、
心

理
学
の
ご
専
門
。
国
家
経
済
の
理
論
も
か

な
り
の
レ
ベ
ル
で
理
解
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
中
野
さ
ん
の
経
済
学
、
特
に
国
際
経

済
学
の
知
識
が
合
わ
さ
っ
た
こ
と
は
か
な

り
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。）

	

・
藤
井
先
生
の
公
共
事
業
必
要
論
と
、
中

野
さ
ん
の
財
政
政
策
論
が
合
わ
さ
り
、
強

固
な
経
済
対
策
論
が
出
来
上
が
っ
た
。（
→

デ
フ
レ
脱
却
と
公
共
投
資
の
必
要
性
が

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
な
り
、
か
つ
国
債
発
行
の

手
法
や
そ
の
影
響
を
論
理
的
に
解
説
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。）

	

・
藤
井
先
生
は
多
数
の
公
共
事
業
関
係
の

本
を
出
版
し
、
な
か
で
も
『
公
共
事
業
が

日
本
を
救
う
』
は
週
刊
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
る
な
ど
、
か
な
り
の
影
響
力
を
発
揮
し

た
。（
→
こ
れ
は
か
な
り
の
イ
ン
パ
ク
ト
で

し
た
。
ま
た
こ
の
題
材
で
全
国
で
講
演
活

動
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。）

	

・
２
０
１
１
年
３
月
に
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
、
直
後
に
国
会
の
予
算
委
員
会
で

藤
井
先
生
が
日
本
復
興
５
カ
年
計
画
を
提

唱
。
そ
し
て
５
月
に
『
列
島
強
靭
化
論
』

を
出
版
し
、
こ
こ
で
初
め
て
強
靭
化
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
出
て

き
ま
す
。（
→
こ
れ
も
大
き
な
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
東
日
本
大
震
災
が
な

か
っ
た
ら
政
権
交
代
も
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。）

	

・
京
都
の
西
田
参
議
院
議
員
が
自
民
党
へ

の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
藤
井
先
生
を
自
民

党
本
部
の
勉
強
会
や
国
会
の
公
述
人
と
し

て
登
用
し
、
自
民
党
内
で
の
支
持
を
得
て

い
っ
た
。（
→
前
代
未
聞
の
公
述
で
し
た
。

動
画
を
見
た
人
は
、
一
様
に
驚
か
れ
ま
す
。

参
議
院
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会

，11
年
６
月
16
日
、
同
国
民
生
活
経
済
社
会

保
障
に
関
す
る
調
査
会
，12
年
２
月
22
日
、

同
予
算
委
員
会
公
聴
会
，12
年
３
月
22
日
）

	

・
２
０
１
１
年
10
月
、
自
民
党
内
で
二
階

先
生
を
会
長
と
す
る
国
土
強
靭
化
総
合
調

市
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感
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査
会
が
設
立
さ
れ
、
藤
井
先
生
の
強
靭
化

理
論
が
党
内
に
さ
ら
に
浸
透
す
る
こ
と
と

な
る
。（
→
第
１
回
目
の
調
査
会
で
藤
井
先

生
が
講
演
し
、
こ
の
調
査
会
が
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。）

	

・
公
明
党
で
も
勉
強
会
を
通
じ
て
浸
透

し
、
後
に
選
挙
公
約
と
な
る
防
災
減
災

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
つ
な
が
る
。

	

・
２
０
１
２
年
２
月
『
救
国
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
「
列
島
強
靭
化
」
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
900
兆
円

の
日
本
が
生
ま
れ
る
』
を
出
版
。（
→
公

共
事
業
が
日
本
を
救
う
の
内
容
に
、
デ
フ

レ
時
の
経
済
理
論
が
合
わ
さ
っ
た
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
今
回
の
自
由
民
主
党
の
政

策
の
ほ
ぼ
基
本
に
な
る
も
の
で
あ
る
。）

	

・
２
０
１
２
年
６
月
、
公
共
調
達
の
あ
り

方
を
問
う
『
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
日
本

を
潰
す
』
を
出
版
。（
→
過
度
な
価
格
競

争
は
デ
フ
レ
を
悪
化
さ
せ
る
と
い
っ
た
内

容
。
行
き
過
ぎ
た
構
造
改
革
や
規
制
緩
和

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。）

　

以
上
の
よ
う
な
活
動
に
加
え
、
産
経
新

聞
の
正
論
を
は
じ
め
と
し
た
言
論
活
動
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
の
出
演
、
講
演

会
な
ど
を
通
じ
て
、
広
く
世
の
中
に
積
極

財
政
に
よ
る
経
済
対
策
が
浸
透
し
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
自
民
党
の
西
田

先
生
を
通
じ
て
、
そ
の
考
え
は
元
々
積
極

財
政
派
の
麻
生
さ
ん
、
そ
し
て
そ
れ
ほ
ど

積
極
財
政
派
で
な
か
っ
た
安
倍
さ
ん
に
も

影
響
を
与
え
、
衆
院
選
の
政
権
公
約
に
発

展
し
、
政
権
交
代
後
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

衆
院
選
投
票
日
３
日
後
の
12
月
19
日
、

藤
井
先
生
は
自
民
党
本
部
に
招
か
れ
、
安

倍
総
裁
（
当
時
）
か
ら
内
閣
官
房
参
与
へ

の
就
任
要
請
を
受
け
ま
す
。
そ
の
時
、
藤

井
先
生
の
経
済
論
を
大
い
に
参
考
に
し
た

と
の
言
を
賜
っ
た
と
の
こ
と
。

　

こ
こ
ま
で
の
様
々
な
方
の
努
力
、
そ
し

て
そ
の
努
力
が
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
偶
然

を
考
え
る
と
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
成
功
す

る
こ
と
を
一
日
本
人
と
し
て
心
か
ら
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
弊
社
の
愛
称
は
「
Ｎ
ｉ
Ｘ

（
ニ
ッ
ク
ス
）」。
学
友
の
今
後
ま
す
ま
す

の
奮
闘
活
躍
を
期
待
し
な
が
ら
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
な
ら
ぬ
ア
ベ
ノ
ニ、

、

、

、

ッ
ク
ス
の
働
き

で
、“
成
長
す
る
国
”
づ
く
り
に
貢
献
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
㈱
新
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
代
表
取
締

役
社
長
、
〒
930

−

０
１
４
２
富
山
市
吉
作

910

−

１
新
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
小
矢

部
市
埴
生
出
身
）

　

旅
ゆ
く
鳥
は
か
つ
て
飛
び
ま
わ
っ
て
い

た
林
を
恋
い
、
池
の
魚
は
昔
の
泳
い
で
い

た
淵
を
懐
か
し
む
。

　

こ
れ
は
陶
潜
の
『
帰
園
田
居
』
の
詩
の

一
節
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
過
ぎ
去
っ
た

昔
の
こ
と
が
し
き
り
に
思
い
出
し
た
く
な

る
老
生
に
な
っ
た
。

　

本
年
の
10
月
に
は
、
旧
制
富
山
高
等
学

校
創
立
90
周
年
記
念
祭
が
行
わ
れ
る
。
校

舎
は
已す

で

に
な
く
、
跡
地
は
馬
場
公
園
に

な
っ
て
い
る
が
、
記
念
祭
は
毎
年
同
窓
会

に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
関
東
に
も

同
窓
会
支
部
が
あ
っ
た
が
、
88
回
を
機
に

解
散
し
て
い
る
。
す
で
に
最
後
の
修
了
、

卒
業
生
も
80
歳
を
超
え
、
恐
ら
く
こ
の
記

念
祭
が
最
後
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
か
つ

て
は
私
の
同
級
生
の
今
は
亡
き
西
能
正
一

郎
君
が
事
務
局
長
で
あ
っ
た
が
、
私
の
１

年
先
輩
で
あ
る
横
田
病
院
理
事
長
横
田
力

先
生
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
今
日
ま
で
持
ち

こ
た
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

私
は
官
立
（
国
立
の
こ
と
）
富
山
高
等

学
校
尋
常
科
の
最
後
の
生
徒
で
あ
っ
た
。

戦
前
の
教
育
制
度
は
、
小
学
校
６
年
、
中

学
校
５
年
（
４
年
で
高
等
学
校
等
の
上
級

学
校
の
受
験
が
可
）、
高
等
学
校
ま
た
は

専
門
学
校
３
年
、
大
学
３
年
（
医
学
部
、

医
科
大
学
は
４
年
）
の
コ
ー
ス
で
成
り

立
っ
て
い
た
。
当
時
の
高
等
学
校
は
一
高

な
ど
全
国
に
30
数
校
し
か
な
く
、
高
等
学

校
を
卒
業
す
れ
ば
旧
帝
国
大
学
、
官
立
単

科
大
学
に
優
先
的
に
進
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
受
験
勉
強
ら
し
き
こ
と
を
し
な
く
て

も
入
学
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て

い
た
の
で
高
等
学
校
へ
の
入
学
は
難
関
で

あ
っ
た
。
入
学
す
れ
ば
人
生
を
語
り
、
ス

ポ
ー
ツ
に
熱
中
し
、
寮
歌
を
吟
じ
て
感
謝

の
日
々
を
過
ご
し
、
ま
さ
し
く
青
春
を
謳

歌
す
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
少
数

し
か
な
か
っ
た
が
、
中
学
５
年
を
４
年
で

修
了
し
、
し
か
も
高
等
学
校
へ
は
無
試
験

で
入
学
で
き
る
、
い
わ
ば
中
学
校
４
年
と

高
等
学
校
３
年
を
一
貫
し
て
教
育
す
る
７

年
制
高
等
学
校
も
あ
っ
た
。
旧
制
富
山
高

等
学
校
は
そ
ん
な
７
年
制
高
等
学
校
で
あ

り
、
小
学
校
か
ら
60
～
80
名
の
尋
常
科
生

（
旧
制
中
学
に
相
当
）
が
入
学
し
、
多
数

の
生
徒
は
高
等
科
（
旧
制
高
等
学
校
）
に

旧
制
中
学
か
ら
難
し
い
試
験
を
突
破
し
て

入
学
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
７
年
制
高

等
学
校
の
中
学
に
相
当
す
る
尋
常
科
の
入

学
は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
、
私
の
時
は
東

京
、
京
都
、
北
海
道
な
ど
全
国
各
地
か
ら

応
募
し
て
い
た
よ
う
だ
。
戦
前
の
そ
の
頃

は
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
、
工
業
学
校
、

商
業
学
校
な
ど
の
上
級
学
校
へ
進
学
す
る

人
は
３
～
４
割
程
度
の
状
況
で
、
７
年
制

高
等
学
校
へ
志
望
す
る
こ
と
は
旧
帝
大
卒

業
ま
で
の
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
、

今
か
ら
考
え
る
と
あ
る
程
度
の
資
産
の
裏

付
け
も
前
提
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
し

て
言
い
に
く
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
各
小

岡
田
　
　
晃

旧
林
を
思
う

郷友随想郷友随想


